
１
広
い
意
味
で
の
薬
を
中
心
と
し
た
、
十
五
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
五

百
年
に
わ
た
る
日
本
医
療
文
化
史
の
一
大
宝
庫
。

２
一
次
資
料
を
中
心
と
し
て
、
研
究
ノ
ー
ト
・
研
究
書
・
雑
誌
が
同

心
円
状
に
見
事
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
一
冊
一
冊
、
一
点
一
点

に
先
生
の
目
が
入
っ
て
い
る
。
実
証
的
な
厳
し
い
学
風
を
自
ら
に
課
し

た
学
者
の
蔵
書
と
し
て
、
ま
さ
に
「
文
庫
」
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
に

価
す
る
。

３
宗
田
資
料
（
和
本
コ
ピ
ー
・
論
文
抜
き
刷
り
・
ノ
ー
ト
類
）
は
研
究
資

料
と
し
て
、
後
進
の
研
究
者
に
多
大
の
利
便
を
供
す
る
。

当
講
演
の
あ
と
宗
田
文
庫
貴
重
品
の
展
示
と
解
説
、
ま
た
同
セ
ン
タ

ー
図
害
館
に
設
置
さ
れ
た
宗
田
文
庫
の
回
覧
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
な
お

同
文
庫
の
目
録
は
仮
目
録
の
た
め
印
刷
部
数
が
少
な
く
、
当
日
の
参
加

者
に
配
布
さ
れ
た
の
み
で
、
一
般
へ
の
販
売
・
配
布
は
さ
れ
な
い
。

し
か
し
宗
田
先
生
の
ご
蔵
書
は
こ
う
し
て
国
有
財
産
と
な
っ
た
た

め
、
今
後
は
同
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
れ
ば
誰
で
も
公
開
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
本
学
会
に
と
っ
て
も
一
大
慶
事
で
あ
り
、
学
会
各
位
が
広

く
利
用
さ
れ
る
な
ら
、
宗
田
先
生
も
地
下
で
さ
ぞ
や
慶
ば
れ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
（
真
柳
誠
）

庫
の
特
色
を
次
の
三
点
に
要
約
し
て
い
る

り
「
宗
田
文
庫
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
な
さ
れ
た
。

当
講
演
で
は
寄
贈
の
経
緯
お
よ
び
文
庫
の
概
要
が
説
明
さ
れ
、
同
文
来
来
米
紹
介
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米
米

荒
井
保
男
杵

『
続
・
医
の
名
言
』

荒
井
保
男
著
『
医
の
名
言
』
が
約
三
年
前
に
発
刊
さ
れ
、
私
も
本
誌

第
四
十
二
巻
第
一
号
に
書
評
を
書
い
て
お
い
た
。
今
回
そ
の
続
編
が
上

梓
さ
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。

続
編
も
前
編
を
踏
襲
し
て
、
三
十
五
項
目
の
人
物
ま
た
は
記
事
が
搭

載
さ
れ
て
い
る
。
史
記
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
医
心
方
、
曲
直
瀬
道
三
、

シ
モ
ン
ズ
は
例
外
と
し
て
前
、
続
両
編
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

全
く
別
の
視
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
の
で
新
鮮
味
が
あ
る
。

著
者
自
ら
が
両
者
の
「
あ
と
が
き
」
に
述
べ
て
い
る
通
り
、
「
医
の
名

言
」
は
先
人
の
苦
闘
と
苦
悩
の
間
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
け
に
、
味
わ

え
ば
味
わ
う
ほ
ど
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
い
わ
ば
こ
れ
が
本
書
の

心
臓
部
、
す
な
わ
ち
珠
玉
で
あ
る
。
名
言
に
は
古
語
が
多
い
の
で
、
著

書
は
ル
ビ
を
付
し
て
、
詳
し
い
注
釈
を
加
え
読
者
の
理
解
を
便
に
し
て

い
る
。『

黄
帝
内
経
素
問
」
に
は
「
聖
人
は
す
で
に
病
み
た
る
を
治
せ
ず
、
未

だ
病
ま
ざ
る
を
治
す
」
と
い
う
名
言
が
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
医
学
の
根

本
で
あ
り
、
現
代
の
予
防
医
学
の
思
想
で
あ
る
。

「
医
心
方
」
発
刊
の
数
奇
な
運
命
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
医
の
名
言
」

と
し
て
「
医
心
方
」
の
白
眉
で
あ
る
十
二
の
少
を
行
う
こ
と
が
養
生
の

(126) 574



肝
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
十
二
の
少
と
は
少
思
、
少
念
、
少
欲
、

少
事
、
少
語
、
少
笑
、
少
愁
、
少
喜
、
少
怒
、
少
好
、
少
悪
で
槇
佐
知

子
訳
が
書
い
て
あ
る
。

古
語
と
し
て
の
「
文
明
化
は
梅
毒
化
で
あ
る
」
東
大
土
肥
慶
蔵
教
授

は
梅
毒
の
移
入
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
「
新
大
陸
移
入
説
」
を
唱
え
た
が
、

こ
れ
に
は
種
々
の
異
説
の
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
最
近
の
生
態
学
的
、

歴
史
的
観
点
に
よ
る
バ
イ
オ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
研
究
成
果
は
「
太
古
存
在

説
」
の
検
討
も
必
要
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
」
の
作
者
と

し
て
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。
第
一
編
が
小
人
国
、
第
二
編
が
大
人
国
に

続
い
て
不
死
人
間
の
島
（
ラ
グ
ナ
グ
島
）
の
あ
る
こ
と
は
余
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
不
老
長
寿
は
人
類
万
人
の
願
い
で
あ
る
。
長
寿
は
洋
の
東
西

を
問
わ
ず
人
々
の
悲
願
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
長
寿
が
本
当
に
「
し
あ
わ

せ
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
百
年
以
上
も
前
に
不
老
長
寿
を
痛
烈
に
非

難
し
た
人
物
が
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
自
分
が
も
し
不
死
な

ら
、
死
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
、
長
者
に
な
れ
る
し
、
大
学
者
に
な
れ

る
で
あ
ろ
う
」
と
夢
見
た
。
し
か
し
直
接
不
死
の
国
で
見
た
も
の
は
、

老
醜
極
ま
り
な
い
不
死
人
間
で
あ
り
、
永
遠
の
憩
い
の
港
に
着
け
な
い

哀
れ
な
自
分
の
姿
に
辞
易
す
る
の
で
あ
っ
た
。

大
槻
玄
沢
「
人
身
は
自
然
の
一
大
良
医
な
り
。
医
の
そ
の
事
に
従
う

は
、
な
お
臣
僕
の
使
命
に
供
す
る
が
ご
と
し
。
」
こ
の
言
葉
は
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
の
医
学
思
想
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
「
盤
水
存
響
」
か
ら
取
っ

た
も
の
で
あ
る
。
古
く
か
ら
漢
方
医
は
神
農
（
炎
帝
）
を
冬
至
の
日
に
祭

る
習
慣
が
あ
っ
た
。
杉
田
玄
白
、
大
槻
玄
沢
の
時
代
に
な
り
、
蘭
学
が

勃
興
し
て
か
ら
は
、
神
農
の
代
り
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
ヘ
イ
ス
テ
ル
を

取
り
上
げ
、
西
洋
紀
元
一
月
一
日
に
「
新
元
会
」
（
オ
ラ
ン
ダ
正
月
）
を
祝

っ
た
。

佐
野
常
民
「
赤
十
字
社
の
趣
旨
は
報
国
仙
兵
（
じ
ゅ
っ
ぺ
い
）
と
い
う

四
字
で
あ
り
ま
す
」

赤
十
字
そ
の
も
の
の
原
点
は
、
敵
味
方
の
区
別
な
く
、
戦
病
傷
者
を

看
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
仙
兵
も
ま
さ
に
そ
の
意
味
で
あ
る
。
赤
十
字

社
を
創
設
し
た
人
ア
ン
リ
・
デ
ュ
ナ
ン
は
た
ま
た
ま
北
イ
タ
リ
ア
の
ソ

フ
ェ
リ
ー
ノ
で
四
万
人
の
死
傷
者
を
出
す
大
戦
闘
が
行
わ
れ
た
さ
い
、

そ
こ
を
通
り
が
か
っ
た
。
「
み
ん
な
兄
弟
」
の
考
え
の
下
に
、
一
八
六
四

年
赤
十
字
国
際
会
議
が
結
成
さ
れ
た
。

明
治
十
年
西
郷
隆
盛
は
熊
本
城
に
兵
を
進
め
た
。
田
原
坂
や
植
木
坂

の
惨
状
を
見
聞
し
た
佐
野
常
民
は
同
年
「
博
愛
社
」
の
設
立
嘆
願
書
を

提
出
し
て
許
可
さ
れ
た
。
こ
れ
が
十
年
後
の
明
治
二
十
年
「
日
本
赤
十

字
社
」
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

「
日
本
ノ
医
者
ガ
世
界
中
最
モ
早
ク
野
兎
病
ノ
臨
床
的
観
察
ヲ
ソ
ノ

著
書
二
害
イ
タ
ノ
デ
ア
ル
・
」
大
原
八
郎

日
本
の
医
者
と
は
本
間
玄
調
（
一
八
○
四
’
一
八
七
二
）
、
そ
の
著
書
と

は
『
瘍
科
秘
録
」
第
九
巻
で
あ
る
。
世
界
中
も
っ
と
も
早
く
と
は
一
八

三
七
（
天
保
八
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
発
表
は
七
十
四
年
後

の
一
九
二
年
で
あ
っ
た
。
昔
か
ら
、
蝿
死
し
た
野
兎
を
食
べ
る
と
不

明
の
病
原
体
に
よ
り
、
発
熱
、
頭
痛
、
腋
下
リ
ン
パ
節
腫
脹
な
ど
の
奇

病
す
な
わ
ち
野
兎
病
が
起
こ
る
こ
と
を
本
間
玄
調
が
最
初
に
発
表
し

た
。
そ
の
後
大
正
十
二
年
以
来
、
福
島
の
大
原
八
郎
医
師
は
本
病
を
さ
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ら
に
詳
し
く
発
表
し
た
。

明
石
海
人
日
本
に
お
け
る
誤
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
明
石
海

人
な
る
人
物
を
通
し
て
描
い
て
い
る
。
ハ
ン
セ
ン
病
は
長
い
間
伝
染
病

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ア
ル
マ
ウ
エ
ル
・
ハ
ン
セ
ン
に
よ
り
癩
菌
が
発

見
さ
れ
、
明
治
三
十
年
の
国
際
会
議
で
ハ
ン
セ
ン
病
が
伝
染
性
疾
患
で

あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
日
本
政
府
は
誤
っ
た
解
釈
の
下
に
、

十
三
の
国
立
癩
療
養
所
と
、
三
か
所
の
私
立
癩
療
養
所
に
す
べ
て
の
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
を
収
容
し
た
。
患
者
は
時
に
は
犯
罪
者
の
よ
う
に
取
り

扱
わ
れ
た
例
も
あ
っ
た
。
明
石
海
人
は
二
十
八
歳
の
時
、
癩
を
発
病
、

長
島
療
養
所
へ
送
ら
れ
た
。
の
ち
癩
性
角
膜
炎
で
失
明
、
ひ
と
り
寂
し

く
離
れ
小
島
で
死
ん
だ
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
強
制
隔
離
な
ど
を
規
定

し
た
「
ら
い
予
防
法
」
を
廃
止
す
る
た
め
の
法
立
案
が
参
院
本
会
議
で

全
会
一
致
で
可
決
成
立
し
た
の
は
何
と
平
成
八
年
三
月
二
十
七
日
の
午

後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
続
・
医
の
名
言
」
に
は
以
上
の
ほ
か
、
多
数
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

（
大
滝
紀
雄
）

〔
中
央
公
論
社
二
Ｔ
Ⅲ
‐
”
東
京
都
中
央
区
京
橋
二
’
八
’
七
、
電
話
○
三

’
三
五
六
三
’
一
四
三
一
、
平
成
十
年
五
月
、
四
六
判
二
二
六
頁
、
本
体

一
六
○
○
円
〕
。

か
ね
て
「
実
学
史
研
究
」
（
実
学
史
研
究
会
・
代
表
末
中
哲
夫
）
を
よ
り

青
木
歳
幸
著

「
在
村
藺
学
の
研
究
」

所
と
し
て
研
究
論
文
の
発
表
を
続
け
て
来
ら
れ
た
著
者
が
、
他
の
拠
点

「
信
濃
」
や
「
日
蘭
学
会
誌
』
・
「
蘭
学
資
料
研
究
会
報
」
・
「
在
村
藺
学

の
展
開
」
（
田
崎
哲
郎
編
）
そ
の
ほ
か
に
寄
せ
ら
れ
た
論
文
も
合
わ
せ
て
、

修
正
・
加
筆
を
加
え
な
が
ら
集
大
成
さ
れ
た
。
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
三

十
年
に
近
い
研
究
活
動
の
成
果
を
一
冊
に
凝
縮
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ

ろ
う
Ｏ最

初
に
本
書
の
タ
イ
ト
ル
を
知
っ
た
と
き
、
第
一
に
「
こ
の
著
者
は

も
し
か
し
た
ら
田
崎
哲
郎
教
授
の
お
弟
子
さ
ん
で
は
、
愛
知
大
学
で
学

ば
れ
た
方
で
は
？
」
と
思
っ
た
。
そ
れ
は
少
し
外
れ
て
は
い
た
よ
う
だ

が
、
田
崎
教
授
に
よ
る
三
河
地
方
を
中
心
と
し
た
一
連
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
を
、
信
濃
地
方
に
移
し
換
え
て
、
そ
の
学
統
を
継
ぐ
研
究
と
拝
見
し

た
。
信
濃
地
方
の
庶
民
医
療
史
の
実
証
的
研
究
で
あ
る
が
、
換
言
す
れ

ば
、
少
し
粗
雑
す
ぎ
る
表
現
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
幕
末
期
信
濃
地
方
の

草
の
根
蘭
学
史
」
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
史
料
収

集
に
傾
注
さ
れ
た
著
者
の
努
力
は
全
く
敬
服
の
ほ
か
は
な
い
。
も
ち
ろ

ん
著
者
は
県
立
歴
史
館
勤
務
と
い
う
甚
だ
有
利
な
立
場
に
お
ら
れ
た
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、
本
書
の
強
み
は
何
と
い
っ
て
も
豊
富
な
歴
史
資
料
を

基
盤
に
、
そ
れ
を
縦
横
に
駆
使
し
て
論
考
を
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

以
下
に
著
者
自
身
が
本
吉
の
「
ま
え
が
き
」
に
記
さ
れ
た
各
章
の
概

略
か
ら
要
約
を
試
み
る
。

第
一
章
在
村
蘭
学
の
定
義
、
蘭
学
研
究
史
お
よ
び
在
村
蘭
学
研
究

史
の
整
理
、
各
地
の
蘭
学
塾
と
そ
の
門
人
た
ち
の
活
動
、
在
村
蘭
学
の

浸
透
に
つ
れ
て
各
地
の
医
療
環
境
に
起
っ
た
変
化
の
素
描
。

第
二
章
各
地
の
蘭
学
塾
門
人
帳
そ
の
ほ
か
か
ら
信
濃
の
蘭
学
者
を
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